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　いつになく重い足取りで、神薙はようやく信濃町駅から帰路に着いた。
　午後八時。
　研究にのめりこみっぱなしだった久池井と流雲に引き替え、神薙は結局、研究の目的を
掴みきれず、最後まで苦悩と現実の往復で時を過ごしてしまった。ついさっき駅で見送っ
た流雲はさっぱりとした表情だったが、神薙はこの一日で一気に老けてしまった様な顔を
している。「これというのも全て、あのくそ女のせいだ。俺が苦労しているのを少しでも
知っているのなら、とっととキャッドについて教えろってんだ」と、彼は怨恨じみた呻き
を洩らした。同時に───ある考えが脳裏をよぎる。
「はい、お疲れさま。」
「……やっぱし。」
　神薙は、声だけで後ろの人物を知る事ができた───が、あえて振り向く。そこにはジ
ュースを片手にムカつくほど爽やかな笑顔で佇む法井の姿があった。が、それを彼は相手
にせず、再び帰路に着く事にした。
「何が「やっぱり」なのよ……って、ちょっと、どこ行くのよ、キャッドの事について訊
きたかったんじゃないの？」
「ああ、もうそんな事はどうでもいい。俺はもう疲れた。」
　神薙は振り向きもせず、足も止めないまま呟く様に答えた。
「ダメよ、そんな事！　あなたのお父さんも応援してるってのに。」
「親父が？　そんな事、どうして分かるんだよ。」
「それは勿論。私はこの地球上の事なら何だって分かるからよ。」
　言って、法井は自慢げに胸を張ってみせた。腰に手をもっていって。しかし、それにも
神薙は、わずかに視線を後ろに向けただけだった。ただ、ひたすらに足を運ぶだけだ。真
崎の家へと。
　それから法井はしばらく、ただ黙ってついて来るだけだった───が、いきなり神薙の
前に出ると、神薙の顔を覗き込んだ。
「どうしちゃったのよ、一体！？　キャッドはあなたでないと治せないのよ？　それは前
にも───」
「聞いたさ、何回もな。」
　そう言って、はじめて彼は足を止めた。法井を見る彼の双眸が、疲労から険悪なものへ
と変わる。
「その割には、その肝心のキャッドの話がなかったじゃねえか、ええ？」
「……そうよ、でもそれは、まだ教えるわけにはいかなかった……」
「だったら、その間にやる研究なんて、無駄そのものじゃねえかよっ！」
「待って！！」
　今までの疲労からか、それとも不安からか───キレて思わず拳を振り上げる神薙を、
法井はかろうじて制した。
「待って……落ち着いて。いい？　物事には順序ってものがあるのよ、分かるでしょ？　
「あなたと、久池井教授と明智流雲を対面させる」時までは、キャッドの詳細をあなたに
教えるわけにはいかなかったの。」
「…………？　話が見えてこない。」
　多少落ち着いたか、それでも目はつり上がったままで、神薙は首を傾げた。法井はその
様子を見て、顎に手をやってしばらく考えていたが、
「う～ん、そうね。何て言ったらいいか……そう。例えばね、いくら便利だからといって
小学生に方程式なんて教えちゃいけないのよ、分かる？」
「…………いまいち。」
「つまりね……ほら、中学で初めて“数学”で方程式ってものを習って、問題文がすごく
簡単に思えた事ってあるでしょ？　それは勿論、方程式を理解しきっているから……でも
まだ“算数”というものを理解していない小学生に教えると、使わなくていい問題でも使
ってしまって、解けるはずの問題もとけなくなってしまう……」
「あ～、何となく分かった。」
　神薙は目を閉じて、小刻みに頭を振ってみせた。同時にふんふんと何回か呟いて、
「つまり……簡単に言うと、キャッドについての詳細な知識を知っていると、流雲や久池
井さんとやりにくいわけだな？　研究を。」
「そういう事よ。分かってくれたところで話しましょうか、私の知りうる限りのキャッド
の情報を。」
「知りうる限りの……って、地球上の事なら何でも分かるんじゃなかったっけ、お前？」
「キャッドの治療法が分からないから、こうしてあなたに依頼してるんでしょ。さって、
歩きながら話しましょ、そう長くはならないと思うから。」
「あ、ああ……。」
　キャッドの情報が不完全だと言われて、神薙は不思議と拍子抜けした。考えてみれば当
然な事なのだが、果たして地球上の事を全て知る者の分からない病を解析できるのだろう
かと、再度、強い不安感が彼を襲った。
　神薙は法井からジュースを受け取ると、栓を開けながらかつてからの疑問を口にした。
「まず、そうだな……キャッド細胞を調べていた時、核以外がなくなっているのをお前は
“消滅”と言っていたな。それは具体的にはどういう事なんだ？」
「そうね、確かにまずそれが最初の疑問になるわね……じゃ、唐突だけど、あなたは“あ
の世”ってやつを信じるほう？」
「…………？」
　確かに唐突だ───が、あまりにも唐突すぎだ。神薙はまずそう思った。それに、自分
の質問にそれがどの様に関連していくのかいまいち───どころか、全く分からない。
「……すまんが、質問の意味が見えてこないんだが？」
「いいわよ、別に。そのうち分かるから。で、どうなの？」
「どうなのったって……んと、そうだな……ま、存在自体を嘘だ、とは言い切れないし、
かといって信じてます、とも言えない……。」
「つまりが、半信半疑ってトコね。ま、妥当なセンだわ。いい感じよ。」
「…………？」
　一体何がいい感じなのか、と一人でうんうんと頷いている法井を神薙は訝った。それに
相変わらずこの女は自己中心に物事を進めている。一度、本気でしめてやろうかと彼は拳
を再度握りしめた。同時にその女が話を続ける。
「あるのよ、実は。“あの世”ってヤツはね。それも地球内部に。」
「地球……内部？」
　神薙は聞いて───意外、というか、よく分からない言葉に思わず、その場に足を止め
そうになった。同時に、握っていた拳から、力が失われていく。
「内部って……つまり、俺の足下の、ずっと下にある……って事だよな？」
「そうよ。物理的にはマグマだとか、それに溶けてるアルミニウム等の金属類がある様な
所……ま、一言で言えば「地球の中心」かな。万有引力が物体の中心から生じているのは
知ってるでしょ？　その辺りよ。」
「その辺りって、何か抽象的だな、お前。」
「いいじゃないの、その通りなんだから。で、過去にある学者が、魂に数グラムの質量が
あるって事のを発見したってのは知ってる？　まあ、それ自体はそんなに重要じゃないか
らいいけど。」
「……何が言いたいんだ？」
　ジュースを一口飲んで、神薙は眉をひそめた。
「つまりね、死後の魂は万有引力の───地球の中心に引きずり込まれるわけよ。」
「な……！？」
　今度こそ神薙は、あまりの驚愕にその場に足を止めた。顔が青ざめていくのが自分でも
はっきりと分かる。対して法井は世間話をしているかの様に、平然とした表情でこちらを
見つめている。
「それって……おい、ひょっとしてあの世というより、地獄ってやつじゃないのか？」
「まあ、そんなものよ。ただ、魂の次元レベルにおいては、現世の温度なんて影響はない
から、暑くとも寒くともないでしょうけど。ただ、転生するまでそこから出られないとい
う意味では、地獄という呼び名が正しいかもね。あ、違った。そこから出ないと転生でき
ないんだった。」
　そう言って、わざとらしく舌を出す。その彼女の魂胆を、神薙は何とかして見抜いてや
ろうと、やっきになって言葉の羅列を胸中で反芻してみるが、どうにも答が出てこない。
　ふと法井の方を見やると、彼女もそれを待っているらしく、不敵な笑みを浮かべてただ
こちらを見つめ返しているだけである。彼は苛立って───というか、答を教えてくれな
いという彼女の意地悪に腹が立って、とうとう怒鳴りあげた。降参したともいうが。
「何なんだよ、一体！　俺には……っていうか、普通の人間にゃさっぱり分かんねぇ話ば
っかしやがって！」
「そこはかとなくムカつくセリフね、それ。」
　彼女───法井は苦笑して続ける。
「これもまた例え話になるけど……エネルギー保存則ってのは知ってるわよね？　物理的
仕事やエネルギー変換において、エネルギーの総和は変わらないってやつ。それが、地球
上の魂にもいえることなのよ。いくら生物が生まれたり死んだりしたところで、現世とあ
の世の魂の総和は変わらないの。転生をしに、地の底からやってくる魂と、肉体を失って
土に還る魂の数はこの四十数億年間、ずっと同じだった……」
　そこまで言って、急に法井は悲しそうな瞳で遠くを見つめ始めた。それを、また何かや
らかすつもりだろうと神薙は、非情にも無視して訊ねる。
「同じだった、って……という事は、今は違うのか？」
「ええ…………」
　神薙は、その法井の返事を聞いて、また何となく腹が立ってきた。
（またこのくそアマは、一人の世界に入り込んでやがる。）
　残りのジュースを鼻に突っ込んでつまらせてやりたかったが、その手段となるべき道具
が見あたらないので、とりあえず別の方法で彼女を別世界から引きずり出す事にした。
「ところで……これ、何の話だったっけ？」
「キャッドの話よ。今から言う事が、キャッドの中枢核と言っても過言じゃないわ。」
　嫌がらせでボソッと言ったつもりが、かえってまともな返事で返され、三度彼は腹を立
てた。というか頭にきた。
　もっとも、それは彼女の言う“今から言う事”によって消失を余儀なくされたが。
「“転生”を求めにくる魂の数が、近年急増してきたの。原因は、現代医学に対する嫉妬
……死亡数が急激に減少してきたため、転生できなかった余りの魂が、既成体に複数宿る
ようになったの。その結果、成長速度が狂い始めて肉体の基───つまり、細胞がパンク
してしまう。あまりの成長にかえって肉体がそれについていけず、自滅してしまう───
これが細胞活殺症、ＣＡＤの正体よ。」
「んっ～…………とっ。よく寝たな～。」
　階段を踏みしめる音と共に、彼がその日最初に聞いた言葉がそれだった。まるで昨日の
悪夢の様な出来事を忘れさせるかの様なのんきな声で、真崎は二階から降りてきた。
「さって、と。今日はどんな朝ご飯を作ろうかな……って……？」
　彼のすぐ目の前───といっても、実際彼は顔を上げてはいないのだが、とにかくその
声は、そこで止まった。
　しばらく、というか大分待っても、その声の続きが聞こえてくる気配はなかった。訝っ
て、神薙ははじめて顔を上げた。同時に、この世の異形な物体を見るかの様な双眸で立ち
つくす真崎の姿が目に映る。
「かんちゃ……ん？　どうしたの、こんな朝早くに。何かあったの？」
「俺が早起きして、そんなに悪いか？」
　彼は、陰険な視線を真崎に向けた。が、すぐに意識をもとの───テーブルの上に置い
てある一枚の紙に集中させる。
　真崎は、普段なら自分に対して何らかのボケをかますとか、とにかく相手をしてくれる
神薙が、自分の話に首を突っ込まず、かつ個々の行動がテキパキしている事に、素直に驚
愕した。そういえば昨日も彼は夜遅く帰ってきたと思えば、まっ先に風呂に入ってそのま
ま寝てしまった。きっと昨日に、何かあったんだろうと勝手に決めつけてこれ以上彼に構
わない事にした。代わりに別の話題を持ってくる（それでは前者の意味がないのだが、彼
女には分からないらしい）。
「……ああ、かんちゃん。今日は朝ご飯何がいい？」
「別に。いつものでいいよ。」
「……ん～と、そうだ。あのね、今日はボク、学校に行ってくるから。」
「学校……慶応か？　何でだ？」
「あのね、さっくんが研究資料が欲しいからって、案内してくれって。かんちゃんと一緒
で、さっくんも研究熱心だよね。このために東京に来たんだから。かんちゃんは今日も学
校に行くの？」
「……いや。今日は行かない。」
「あ……そう。」
　恐らく、返事が予想と反していたのだろう、彼女は面食らった様な声を出した。それか
らしばらく、トントン……という、彼女が動かす包丁の音だけが部屋の中を飛び交う。
　年中しゃべりっぱなし、というよりとにかくいつも何かしゃべっていなくては気が済ま
ない真崎にとって、こんな空間にいるのは正直辛かった。黙っていては料理にも集中でき
ず、思わず指を切ってしまう。
「痛て。」
　どうにかしてこの重い雰囲気から脱したい。そう思いながら切った指をくわえる彼女に
二階から救世主が降りてきた。その彼にちょっと挨拶するつもりが、つい叫んでしまう。
「あ、さっくん！　おはよ～。」
「おはよう。しかし、朝っぱらからすごい元気だな、お前。」
　そう言って西村は冷蔵庫に付いている物掛けに掛かっている新聞を手に、席に着いた。
普段、真崎が新聞を取りに行ってそこに掛けておくのだが、どうもいつもと掛け方が汚い
だがまあ、大した問題ではないと、考えるのをやめて隣の神薙に声をかける。
「おはよう、司。朝っぱらから熱心だな。」
「……そうだよな、普通はそう接するよな。何も驚いたりしないよな。」
　しかし、神薙の返事は彼にはよく解らないものだった。反射的に真崎の方を見やると、
彼女は顔を背けて包丁さばきを再開する。
「……一体、何があったんだ、お前ら？」
「あん？　俺がちょっとあいつより早く起きただけで、この世の末が来た様なツラしやが
ったんだ、あのアマは。」
　返事はなかった。まあ、そんなものだろうと彼は再び目の前の紙と格闘を始めた。昨日
法井が話してくれたキャッドにおける情報の全て。それを彼がまとめたものである。
　しばらくして、真崎の朝飯の用意ができたという声が、彼を一時休止させた。その時に
ふと西村の方を見て、驚愕する。彼は、真崎の時のそれと変わらぬ顔でこちらを見ていた
「司……今日新聞取りに行ったの、お前なんだな。」
　もう、どうでもいいか、と胸中で独白し、神薙は特にどうという反応を示さず、すぐに
朝飯に手をつけ始めた。それに対して、西村は真崎と顔を見合わせ、首を傾げる他はなか
った。ただ、神薙が手元に置いてある、一枚の紙切れだけが、素知らぬ顔でテーブルに佇
んでいる。
　この日、この時までは、まあ日常の生活ではあった。
　三年前、西暦二〇〇七年に慶應義塾は、栄養学部を新設した。当時、慶応にはもうこれ
以上の新設は不必要ではないかという声もあがったが、七年前に「医学王朝」の初代がエ
イズを攻略した時、栄養学からの視野が攻略に大変役立ったという彼の一言が、日本各地
の大学に栄養学部新設を促す結果となった。それから四年、慶応は医学部のある信濃町に
新校舎と共に栄養学部を開設したのである。
　それとは全く関係はないのだが、広島大学理学部、生物科学科を卒業した西村冴樹は、
以前から著名な大学にある、新設された栄養学部に興味があった。親友とは違う、食物と
いう観点から生物の、人間の医学を追求していく事が彼の人生の目標であった。
　西村は真崎の案内で栄養学部の校舎───医学部のそれとは、微妙に離れている。徒歩
で一分とかからないだろう───の図書館に入れてもらった。本当は学生証なしでは立入
禁止なのだが、真崎がここの係員と顔馴染みなため、パスしてもらったのである。
　早速西村は、手頃な本を三、四冊引っぱり出して学生の多い中、席を確保した。真崎は
その姿を、神薙のそれと重ねて見る。親友とはここまで似るものなのかと、半ば羨ましげ
に彼をしばらく眺めていたが、自分もたまには本でも読むかと、背を預けていた本棚に目
を通し始める───
　と、その本棚の向こう側から小さな声が聞こえてくる。話し声の類ではない、独り言だ
と彼女はすぐに分かった。何となく気になって本棚を回って声のする方を覗いてみる。
　声の主はすぐに分かった。というか、そこには彼一人しかいなかった。恐らく、彼を嫌
がって周りの学生が避けているのだろう。赤のジャンパーにジーンズ姿、茶髪で後ろから
だと顔は見えないが、恐らく自分より二つ三つは年下だろう、隣の椅子には青のリュック
を掛けている。途切れ途切れではあるが、少々離れていても彼の独り言は耳に入ってきた
「……薙さん……来ない……久池井教授……ここ使わせてくれた……つまらない……研究
……。」
　ブツブツと続けるその男の独り言をそこまで聞いて、さすがの真崎も顔を青くしてその
場を退散し、早く忘れようと適当な本を一冊取り出し、西村の隣に座った。対して西村は
それを横目で、よく分からないという目で見る。が、すぐにまた本に視線を戻す。
　それからしばらく、真崎は赤ジャンの男の独り言の中に、何か聞き覚えのある様な言葉
があった様な気がしたみたいと、胸中に謎をつっかえさせながらも、「カビの図鑑」とい
う本を嫌そうに、しかし男の事を早く忘れようと、必死に読んでいった。
　彼は紙にこう書いていた。
「エイズ……人体活動の全てを理解してはじめて攻略できる難病。故にこれを治療できる
術を利用すると、全ての病の治療が可能。
　超過出現の魂……地上から不治病が消えた事で、現世の生物に嫉妬して“憑依”を目的
として地上に上がってきた、過去に不治病で肉体を失った魂。また、不治病により没した
魂の転生は困難。」
　彼等は、息を飲んでいた。息子の、あるいは弟の書いた、「実験結果」と題された数枚
の紙を彼等は小一時間、凝視し続けている。それには、ありとあらゆる方法───研究二
日目、と書かれているのだから、最高でも二日という短時間でこんなに医学研究がこなせ
るものかと彼等は訝ったが、すぐに考えを改めた。それは全て、誰かしらが行ったＣＡＤ
研究のうちのいくつかである。それがすぐに失敗だと分かる代物だという事は、マスコミ
で既に知っていた───で、ＣＡＤの攻略を試みた結果がぎっしりと、しかし丁寧に書き
込まれている。それらの、全ての結果は一致していた───ＣＡＤは、細胞の核以外を何
らかの現象で削除、あるいは消去させている───多少の言葉表現が違えど、結果欄には
そう記されていた。が、彼等が関心を持った───つまり、今、凝視している事柄のみは
その結果を覆すもの───に彼等は思えたのだ。数枚のうちの、最後の一枚。彼等の視界
の、上半分には赤い文字が映っている───研究三日目・予定。
　そこに記されている研究───実験内容はかなり特殊なものであった。恐らく、世界中
の、どの著名な医学者も、こんな実験は試みた事はないだろう。いや、考えた事すらない
かもしれない。流雲を下等扱いしていたこの二人も、実際こんな事を考え出す人間が出現
するなんて予想だにしなかった。しかも、こんな身近に。
　研究二日目の日付からして、その三日目というのは今日の事なのだろうが、何故か彼は
研究レポートを机の上に出したまま、どこかへ研究に出かけている。まあ、そのうち忘れ
物を取りに帰ってくるかもしれないが。しかし、彼等はその前にこのレポートを手中に収
めておく必要があった。彼等の目的のために。
「……この研究は、我々の様な人間がやるべきなのだ。」
　唐突だ、と樹は思った。そのくらい急に、秀治の独白は沈黙の空間をひどく引き裂いた
「我々「医学王朝」の威厳確立のため、これは我々の手で完成させなければならん…
…。」
　レポートを手にとって、秀治はその場に立ち上がった。後ろに控えていた樹の方に振り
向きもせず、言ってくる。
「これを実行するのに、我々にはどれほどの時間が要る？」
「あのあいつが考え出したんだ。俺達ならものの数日で済むさ。」
　思わぬ返事が返ってきた───秀治ははじめて樹の方へと振り向き、
「医学研究だぞ？　何日と言わず、何ヶ月、いや何年とかかろう？」
「かかんねえよ。すぐに済む。」
「しかし、仮に成功してもそれの後遺症についてだとか、時間を必要とする要素がある以
上は……」
「かかんねぇんだよっ！」
　樹の叫び声に一瞬、秀治は身じろぎした。それに追い打ちをかける様に樹が続ける。
「あのチンケな弟が未だ世間に知られてない様な攻略法を見出したんだ！　だったら、そ
れを俺達が短期間で完成させられないわけがない！」
　追いつめられた様な、そして、何かに怒りを感じている様な声だった。そんな声で、樹
は父親の両肩を掴んで叫んだ。
　秀治は、勿論息子の気持ちは分かっていた。
自分もそれと同じ気持ちだからだ───まさか、東大出でもない次男に、こんな発想がで
きようとは。手に持っているレポートを引き裂きたい気持ちを何とか抑えて、彼はドアノ
ブに手をかけた。
「……分かった。すぐに実行に移そう。付属病院に急ぐぞ。あいつが帰ってくる前に
な。」
　彼は、たった一枚の紙切れと、未だ格闘を続けている。正確に言えば、その紙切れに書
かれている内容なのであるが、そんな些細な事は、彼は気にとめなかった。赤ペンを持っ
て、その内容に、さらに付け加える。
「ＣＡＤ細胞……超過憑依の魂によって核以外が蒸発してしまった細胞。いずれ、その残
った核も崩れ果てる。ただ、その前に肉体が何らかの病原体に侵食され、滅びる場合が多
い。非生物においては、分子レベルの構造が魂の憑依によってアンバランスとなり、いず
れは分子レベルの崩壊を起こす（風化に似た現象と思われる）。
　脳細胞がＣＡＤに侵食されない理由（法井も知らない）……グリア細胞は、生物の記憶
力を成す。朽ちたグリア細胞は、再生する事はない。細胞との違い。生物の記憶……？」
　久池井は、機嫌が悪かった。大学の教壇に立ちながら、ポインターを握る手に無理な力
を込める。結果、黒板を示す度にバシバシ音を立てて、それが学生を脅かす事となってい
た。
（クソ、学長の野郎。何も一日くらい無断休講したくらいで、俺に警告まで出さんでもえ
えやないか。）
　昨日、かつての教え子の一人と「医学王朝」の次男坊とで医学研究するために、無断で
その日の授業全てを休講にしてしまったため、彼は今日の朝早くに学長に呼び出され、も
う二度とこんな事はないようにと、警告を受けてしまったのだ。
　というのも、ユニークな人格と、若い───学生と年が近い、という事もあって、彼は
学部内の人気教授であった。そのため、無断休講されたとあっては、つまらん講義ばかり
するくそジジイ共の授業はともかく、彼の場合は学生達が残念がるわけである。そしてそ
の波紋は、学長の耳に入るほどの広範囲に及ぶ。
　しかし、久池井はそんなもの、どうでもいいと思っていた。今日、行うはずだった研究
の事を思うと、講義に身が入るものではない。どうにも落ち着かなくなって、学生に演習
させると装って、教壇の席に着いて考え込み始めていた。
（グリア細胞をキャッド細胞の一つに埋め込む……脳だけは、キャッドに侵食されんのや
から、何らかの異変はあるはずや。細胞に、キャッドに対する免疫そのものを付けるのや
なく、対キャッド用の細胞の抵抗力を付ける！さすが「医学王朝」の人間やで。こんな発
想ができるんやからな。グリア細胞によるバリケードってトコや。うまくいけば、グリア
細胞が周りの細胞のキャッド侵食を妨げてくれるかもしれんで……。）
　先端が“手”の形をしているポインターを弄びながら、彼はこっそりとほくそ笑んだ。
（そう……キャッドに対する抵抗力を付けるしかない。）
　彼は、胸中で自分に言い聞かせる様に独白した。それに答える様に、独り頷く。
（しかし、キャッド───魂なんかに抵抗できる様な要素を、人体に付着させる事が可能
なのか？）
　彼は俯いた。手にしていた赤ペンを、とりあえずテーブルに置いて頭を抱える。こんな
苦悩は初めてだ、と彼は思った。答えの欠片すら見当がつかないからだ。学校の宿題で相
対性理論の方程式を出された様な気分で、彼───神薙はかぶりを振った。
　魂といったら、言い換えれば幽霊の様なものだ。というか、幽霊そのものかもしれない
現代人に嫉妬しているというのだから、やはり幽霊と表現した方がいい。そう考えれば答
えは簡単だ。霊能力者でも連れてきて怨霊退散の儀式をしてもらえば、世界中の医者が頭
をひねっている難病はすぐに治るじゃないか。
　と、我ながら変な事を考えるものだ、と神薙は自嘲じみた笑みを浮かべた。そんなに簡
単に解決するものなら、法井は俺の所なんぞではなく、世界最高の霊能力者の所へ行って
るだろう、と。
　だが、それがかえって彼の気分転換となった。ふと気が付くと、既に時計は午後二時す
ぎを指していた。バカげた事なんかを考えていたのに、空腹に、時間感覚に気付かないほ
ど自分は集中していたのだろうか？　と自分に問いながら、台所の棚からカップラーメン
を取り出した。どうも今は外食する気はない。
　神薙はやかんに水を入れ、コンロに置いてスイッチを入れた。思えばこんな昼食は学生
時代以来だ、と何となくおかしくなってきた。のどかな風景にいる自分を見つめて、さっ
きまでの苦悩を忘れてしまいそうな感覚に陥る。果たして、本当に現世に恐ろしい難病が
存在するのだろうか？　それなら、自分の知っている人間の一人くらいはそいつに冒され
てもおかしくないじゃないか？　そんな事まで考え始める。
　やかんが湯気を吐き出す中で台所の調度品を眺め、彼は本当に自分のした事が杞憂だっ
たと信じ込みかけた。それくらい自分が疲れていたのを、その時彼は、はじめて自覚した
彼の視界に、ブルーの髪と双眸を持った女性───法井の姿が映って見えたのである。
　あまりの唐突な出来事に、一瞬、神薙はそれこそ幻を見ているのか、と訝ってしまった
　法井はというと、いつもの様に、出会い頭に見せる、頭に来るまでの笑顔ではなく、ど
こか悲痛を感じさせる双眸をこちらに向けている。彼女はゆっくりと歩を進め、こちらと
テーブルを挟む形で足を止めた。
「…………法井？」
　神薙は彼女に、しかし自分自身に問う様に言った。彼女は何も言ってこない。ただ、じ
っと、悲しそうな瞳でこちらを見つめるだけ……。
（何なんだ、一体……？）
　再び、彼は訝った。目の前の人物は、本当に法井なのだろうか？　それとも本当に、た
だの幻覚なのか？　だが、訝る前に自分で確かめた方が早いと、蓋を持ち上げて沸騰を知
らせるやかんを背に、彼は法井の方へと近づいた。
　テーブルをかわし、彼は───おそるおそる、法井の肩に手をやった。同時に、そこか
ら体温が伝わってくるのを感じる。とりあえず、法井本人である事を確認して、彼は安堵
した。それに応える様に、法井はようやく沈黙を破った。今にも泣きそうな声で。
「助けて……」
（……え？）
　三度、彼は訝った───というか、わけが分からなかった。そうしているうちに、彼女
は言葉を続ける。
「助けて……人が、人が大勢死んでしまう……」
「……何だって？」
　聞き捨てならない言葉に、彼は法井に視点を集中させた。涙こそ流してないものの、彼
女は顔をくしゃくしゃにして、それを神薙の胸に埋める。
「「医学王朝」を止めて……彼等が、彼等がキャッドの過ちを犯そうとしている……！」
「過ち……って、おい、落ち着け！　一体、何が起きたってんだ？」
「彼等は……流雲の研究データを奪って……誤ったキャッドの解析を行っている……あの
方法では……ダメ……かえって、病状を早めてしまう……彼等を……止めないと……！」
「止めろって……お前なら簡単だろ？　いつか流雲と俺を会わせた時の様に、そいつらの
記憶をいじってやればいいじゃないか。キャッドに対する記憶を消してしまえば……」
「無理よ！」
　法井は、叫んで顔を上げた。一筋の涙が、頬をつたう。
「歴史を変える様な事は……進行中の言動を変えてしまう事は……できない。」
「できないって……進行中？　どんなデータだか知らないが、連中はその研究の最中なん
だろ？　だったら、それが終わった時に記憶を消してやればいいじゃないか。いくら何で
も、一日やそこらで研究して、そいつを即、世間に公開しようってバカな事は、連中も考
えちゃいないだろ。」
「考えているのよ。」
　冷淡に、彼女は吐き捨てた。
「…………何だって？」
「そんなバカな事を、連中は考えているのよ。後先を顧みない様なまねを、ね！　明日に
でも公表して、患者を集めまくるわよ。その患者全員を殺してしまうとも知らずに。その
治療───手術を受けると、すぐにとはいわずとも、二日もかからずに、衰弱して死んで
う。」
「な……何で、そんな事をするってんだ！　あいつら、東大出以外の人間は相手にしない
んじゃなかったのか！？」
「そこが問題なのよ。自分達が手も足もでなかった難病を、三下と思っていた流雲が解決
した───あくまで、彼等がそう思いこんでいるだけだけど───事で、彼等のプライド
はズタズタになった。そして、それを挽回しようと、自分達───「医学王朝」の手で流
雲の研究を完成させようとしている───」
「バカげている！」
　神薙はたまらず、吐き捨てる様に叫んだ。あまつさえ、法井の肩を掴み上げる。
「医者にプライドもクソもあるか！　患者を治療する事、それだけが医者の信条じゃねえ
のか！」
「……………………。」
　法井は、それ以上言い返してこなかった。ただ、両肩を掴んでいる神薙の手を、ゆっく
りとそこから離す。それに合わせて、彼の動作も穏便なものとなる。
　彼は、ゆっくりとかぶりを振った。俯いて、告げる。
「……悪い。お前にあたるつもりは……。」
「いえ、いいの。もとは私が悪いんだから。」
　法井は、彼女もかぶりを振り───きびすを返し、テーブルの奥へと歩いていって、蒸
気で騒擾しているやかんのコンロを切る。それに神薙は、今さら気付いた様にハッとして
「……すまん。うっかりしていた。あんな大きな音がでていたのに。」
「いいわよ、こんな事なら。それより、ここへ来たのは頼みがあっての事なの。」
「頼み？　キャッドの治療以外でか？」
「ええ。流雲君に会って、「医学王朝」を止めてくれるよう、頼んでほしいの。」
「頼んでほしい、ってお前、それこそあいつの記憶をいじってやりゃ、そんな事……。」
「だからダメなのよ。実際にあなたと会って頼まれたという記憶でないと。単に「医学王
朝」を止めるという記憶だけでは、いざという時に連中が「そんな事はしていない」なん
て言いのけたら、“止める”理由という記憶がはっきりしてないから、ひるんじゃうわよ
あの子。ただでさえ、連中には逆らえないのに。それに、私が直接彼に伝えるにしても、
まだ彼とは対峙した事がないもの。話なんて聞いてくれるわけがないわ。」
「……なるほどな。」
　一つ頷いて、神薙はきびすを返した。足を玄関の方へと向けて、法井に訊く。
「で、流雲の居場所は分かっているのか？」
「慶応の、栄養学部校舎の図書館よ。久池井教授が研究に参加できないからって、彼にそ
こを使わせてもらってるみたい。ちなみに、あなたの友達もそこに行ってるみたいね。」
「ああ、朝に確か、そんな事言ってた……久池井さんが、研究に参加できない？　あ、そ
うか、授業か……分かったよ、栄養学部校舎の図書館だな？　あそこはそんなに広くない
から、すぐに見つかるだろ───」
　神薙は、そう言いながら歩を進めようとし───同時に、玄関のドアが開く。
　ガチャッ
「ただいま～。」
　考える余地もなく、声の主───真崎と、西村はそのドアをくぐって神薙のいる食堂へ
と入ってきた。そこへすかさず真崎が口を開く。
「ねえねえ、かんちゃん。お昼にテレビ、見た？　かんちゃんの研究してるキャッドって
やつの治療法を「メディカル・ディナスティ」の人達が見つけたんだって。すごいよね。
いつか、かんちゃんが格好つけって言ってたけど、やっぱりやる事はやってるんだよ、あ
の人達……って───？」
　彼女は、言いかけの言葉を飲んで呆然とした。目の前には、同じく呆然としている神薙
の姿と、これまた呆然と佇んでいる、見慣れない女───髪と双眸がブルーの女性───
が彼の後ろに見える。
（何……だって…………？）
　それは肉声だったのか、言った神薙自身もよく分からなかった。いや、実際は言ったつ
もりで、胸中での独白だったのかもしれない。ただ、それよりも彼女の小さな呟きの方が
はっきりと、聞いて取れた。真崎は、ピントが合わない双眸をこちら───神薙のやや後
ろ───に向けて、ただ一言、呟いた。
「あなた、誰…………？」
　その日の夕方。
　世界中が注目する中で。
　慌てて出ていった法井を目で見送ってから、一言も口をきかない真崎がテレビに釘付け
になっている中で。
　無駄とは分かっていても、流雲を探して二人で「医学王朝」に向かって神薙が走る時間
の中で。
「医学王朝」による、公開大量殺人が行われた───
　翌朝。
　神薙は、人生で最も寝覚めの悪い朝を迎えた。
　いつもの様に起き、いつもの様に着替え、いつもの様に下へ降りる───が、その一挙
手一投足がとてつもなく、辛い。
　下へ降りると、これもいつもの様に朝食が彼を迎える。いつもの様に席に着き、いつも
の様にそれをたいらげる。だが───
　ただひとつ───既に朝食を食べ終わっている真崎が、一言も口にしない。彼が降りて
きた時から。彼が食べ終わるまで。ずっと。それだけが、いつもと違っていた。
　いや。
　彼女は、昨日から彼と口をきいていなかった。あの時から。
（法井の奴を見た瞬間から、こいつが何か言ったためしがねえ……。）
　だが、それはそれで、やたらうるさい真崎が静かになったと思えばいい、と神薙は楽観
的に考える事にした。
（けど、言った方がいいのだろうか……あいつの事を。ひょっとしたら、こいつの事だ。
法井の事をただの不法侵入者としか見てないかもしんないが……）
　そこで、彼の楽観的な思慮は停止した。
隣の居間で、彼が降りてくる時には既に朝食
を終えていた西村が、テレビ───どうやら朝のニュースか何かだろう───を見ている
らしい。そのテレビから発する人の声が聞こえたからだ。
　彼は朝食を中断し、居間へと走っていった。その様子を見て、畳の上に座っている西村
が、手を挙げて挨拶する。それに彼も手を挙げて応え、西村の隣に座り込む。
　テレビは、マイクを持った一人の女性を映していた。彼女の背後にあるのは、「医学王
朝」付属病院である。西村に訊くと、やはり朝のニュースらしい。テレビの女性───ア
ナウンサーは、マイクを持って真剣に語り始めた。
「えー、ここ、明智家付属病院では、昨日、ＣＡＤの治療手術が行われました。昨日だけ
で、その手術を受けた人は三十六人という大人数でありまして、その結果を世界中の人間
が待ち望んでいるわけであります。俗に、明智家の別名であります「医学王朝」の二代目
明智秀治さんが発見されたというこの手術法は“Ｂ・ウェブ”と名付けられ、その内容と
いたしましては、ＣＡＤに対する抵抗力を持っていると思われている脳細胞を、ＣＡＤに
侵食された細胞の中に、網で包囲する様に埋め込み、ＣＡＤに対する抵抗力を細胞全体に
繁殖させると共に、細胞の回復、復元を狙ったものであります。また、これに関しまして
は、秀治さんの息子さんであります、樹さんも手がけているらしく───」
　それ以上の事は耳にせず、神薙はその場で俯いた。
　隣でそれに気付いたのか、西村はテレビを消して神薙と向かい合った。昨日、神薙が慌
てて「医学王朝」を止めに家を出ていったのを、西村には「どんな騒ぎなのか見に行って
くる」と言っておいた。実際、西村の方も、「司は「医学王朝」に嫉妬しているのだろ
う」と（誤解だが）それを納得しているだろう。
　実際そうなのか、彼は神薙を落ち込んでいるものと見て取ったらしい。彼は薄く笑みを
浮かべ、神薙の肩をポン、と叩いた。
「司……気にするな。お前はよくやったさ。ただ、やっぱり、ああいった大きな組織には
個人の力じゃ勝てないのさ。それも、国内でもトップクラスの、な。まあ、しかしまだ完
全にキャッドってやつが解明したってわけじゃないんだろ？　だったら、そいつで「医学
王朝」の先を越してやればいいじゃないか。まあ、お前の事だから、黙っててもそうする
んだろうけどな。ま、どのみち、あまり落ち込まない事だ。何たって、お前らしくない事
だからな、それは。」
（そう。解明したわけではない。）
　彼は、胸中で独白した。同時に、付け加える。
（まして、治療されたというわけでもない！）
　確かに無力だった。個人では。西村の言う通りに。
　法井はどこにいるか分からない。何を考えているかすらも分からない。久池井は、自分
達の案が「医学王朝」に洩れた事を残念がって、拗ねている（拗ねる程度で済めばよい
が）
らしい。そして、その洩れる原因を作った流雲は───昨夜の、彼からの電話によると、
口封じのため「医学王朝」に幽閉されているという。まあ、当たり前といえば当たり前だ
ろうが。
　個々の力はあっても、それが分離されると、これほど脆いものはない。彼は今まで、こ
の時以上に自分の無力さを呪った事はなかった。
（無力だ───）
　隣の、親友の気配もまるで感じない。いつもの真崎の声も聞こえない。
（打つ手なし、だ。何もできない───）
　何もできない。ただ黙って、患者の死を待つ事以外には。
　その、彼の絶望の成すがまま、彼としての一日はそこで終わった。終わった様なものだ
った。
　彼は、何もできなかった。
　それこそ、この大して大きくない邸から出る事はおろか、決して来客が入ってくる事の
ない三階からすらも出る事はできなかった。
　いや、禁止されていたのだ。彼の父親と兄という、たった二人の人間によって。ただそ
れだけなのに、彼にはそれを破る事ができない。彼等の創った“規則”を。
　そんな事は、つい数日前に終わったものだと彼は思っていた。しかし、いざ実際に実行
を試みても、なかなか身体が意志についていってくれない。“規則”の及ぼす力とはまあ
その様なものなのだが。
（何故だ！？）
　その様なものに、彼は絶対的な疑問を抱いていた。
（もうしないと決めたのに！　もう、「医学王朝」の言いなりなんかにはならないと決め
たのに！）
　そしてもう、泣かないと決めた───
　そう思っていた時には既に、一筋の涙が頬を伝っていた。
「あ───あれ……？」
　わけが分からなくなって彼は、ハッと顔を上げた。三階にある、彼専用の───彼しか
使う事のない───研究室を見渡す。涙を拭う事すら忘れ、彼はその場に佇んだ。双眸か
ら溢れる涙は、今や頬全体を濡らしている。
（ここは……どこだ？　久池井教授は……神薙さんは……神薙さんはどこだ？）
　彼は辺りを見回した。だが、久池井教授がいつも用意している研究用具はどこにも見当
たらないし、第一、慶応の研究所の一室とはこんなに広くない。自分はといえば、いつも
持ってくる青いリュックは持ってないし、かといってその中身である研究レポートだけは
しっかり持ってきているというわけでもない。
（研究レポート……？）
　何か引っかかるものを感じ、彼はその単語を胸中で反芻した。昨日、慶応に行く時に忘
れていったもの。当日、久池井と行うはずだった研究内容が書かれているもの。父親と兄
に、奪われてしまったもの。「医学王朝」が隠匿したもの。自分を幽閉に陥らせたもの。
　事態の根元となったもの。
（忘れていった……それを父さんと兄さんが見つけて……？）
　今、自分は「医学王朝」によって幽閉されている。口封じのために。自分が発案者であ
るという事を世間に洩らさないために。しかし、それは自分のミスがもとでそうなってし
まった───
　自ら、「医学王朝」への帰化を望んだ？
　刹那、彼の視界はまっ白になった。
「違う！！」
　彼の叫びと。研究台を叩く音とが。
　激しく、しかし空しく研究室を飛び交った。
「そうじゃない！　僕のミスだ！　あれを忘れてさえいなければ、僕は「医学王朝」に勝
っていたんだ！　あれを忘れてさえいなければ、僕は───」
（個人の力で、ＣＡＤを倒せていた───）
「医学王朝」という、組織から完全に脱した事を証明できたはずだった。
　自分の発案した研究の結果を、また、それが彼にとって吉と出るか、凶と出るかも知る
由もなく、彼はそう誤解していた。
　誤解しながら、彼───流雲は、自宅の三階にある研究室の中で、予想を裏切る翌日を
前に、彼の一日を終えようとしていた。
　そして、彼等の夜明けはやってきた。
「医学王朝」がＣＡＤ患者に“Ｂ・ウェブ”を施して三十九時間後、大量殺人は遂行され
た───
　彼等は動揺していた。それも、焦燥というものではなく、錯乱に近かった。何をしてい
いのか分からない。玄関から一歩でも出ようものなら、たちまちマスコミ連中に囲まれて
しまう。今朝がた、三十六人という大人数の患者が、一斉にしてこの世を去ったのだ。原
因はキャッドによる───いや、“Ｂ・ウェブ”という彼等の行った手術が根元の───
衰弱死。脳細胞は確かにキャッドに侵食はされなかったが、それが埋め込まれたために細
胞レベルのバランスが崩れ、患者の持つ生命力を少しずつ削り取っていったのである。結
果、生命維持に異常が発生して間もなく、彼等は息を引き取った。
　その手術における研究データが、過去に成功という形で一つでも残っていれば「手術失
敗」という事になるのだろうが、生憎その研究データからして不完全な代物である。自分
達のプライドというつまらないもののために、不完全な研究のもと行った手術である。こ
れが世間に暴露されては、「医学王朝」は解体───いや、明智家自体に存在危機が迫る
　それだけは、何としても避けなければならない───秀治は、自分の持てる知恵という
知恵を賢明に働かせてみたが、事態を絶体絶命から変えられる案は浮かばない。
「くそっ、やっぱりあいつの研究は不完全だったんだ。所詮、クズはクズだったんだ！」
　秀治の隣では、樹が彼以上に錯乱していた。殆ど発狂に近い。しばらく彼は息子を眺め
ていたが、それに気付いたか、樹は父親に迫り、
「親父、流雲を犠牲にしよう。いや、あれを考えたのはもともとあいつだ。あいつが責任
を背負うのは当然の事だ。そうしよう、親父。」
「樹、少し落ち着け。」
「何を悠長にしているんだ、親父。このままでは、俺達が危ないんだ。」
「落ち着くんだ。」
「親父！」
　叫んで、樹は秀治の胸ぐらを掴みにかかった───それをはたいて、秀治は一喝する。
「馬鹿者！　焦っているのはお前だけではないのだぞ！　少しは落ち着いて、現状から脱
出する方法でも考えろ！」
「だから、流雲を───」
「あいつも、明智家の人間だ。「医学王朝」の一員ではないとはいえ、このスキャンダル
はいずれ、我々をも巻き込む事になる。そうなっては意味がないのだ。これは明智家とい
う、一家の問題でもあるのだぞ。」
「……………………。」
　言われて樹は、今度は焦燥しだした。あのできそこないの弟のせいで、何故自分達がこ
んな仕打ちにあわなければいけないのかと、腹が立ってしょうがない。本当の根元は自分
自身である事をすっかり忘れ、彼は俯き、胸中で両手をわななかせた。
（クソ、あの野郎が。あいつがあんなレポートを机の上なんぞに出していなければ……！
そもそも奴は、俺や親父がキャッドの研究はするなと言ったのに、何故あんなものを持っ
ていたんだ？　まさか、俺達の言う事に反発したってのか？）
　今までそんな事はなかったのに、こんな時に限って自分達の言いなりにならないとは、
本当にムカつく奴だ、と彼は憤怒の形相で拳を握りしめた。ふと顔を上げると、階段から
流雲が降りてくるところが見える。
（この野郎、三階から降りてくるなと言っておいたのに。また俺達の言いなりになりやが
らねえ……）
　樹は再度、拳を握った。こいつが言いなりにさえなっていれば、こんな事には───
　…………また？
「流雲！？」
　自分でも驚くほど───当の流雲よりももっと───の声で、彼は弟の名を呼んだ。
　流雲はこちらに走ってきた。同時に樹がぶん殴ってやろうと拳を振り上げ───その前
に、秀治が立ちはだかる。
「どうしたのだ。お前は、いいと言うまでは三階に監禁だと言っておいたではないか。」
「どうしたって───こちらが訊きたいですよ。うちを取り囲んでいる人達は一体、何な
んですか？　見たところ、取材か何かの様でしたけど。何かあったんですか？」
　それを聞いて樹は、今度こそ怒りが爆発したようだった。自分達の苦労を流雲は全く知
らなかったのだから分からなくもないが、それこそ幽閉されていた彼にそんな事は分かっ
たものではない。その彼を秀治は制し、今いる居間の、ソファーの上に置いてあった数枚
の紙───流雲のレポートを手にとって、
「それは、お前の考えたキャッド解析が失敗したからだ。今朝がた、“Ｂ・ウェブ”を施
したキャッド患者三十六人が全員死亡した。衰弱死だ。」
「！　そんな……！？」
　流雲は、顔を蒼白にして驚愕した。
「お前の研究は不完全だったのだ。キャッドに対する抵抗力はあっても、患者の肉体構成
までは頭に入れてなかった様だな。研究が不完全である事を連中が知れば、たちまちそれ
は世間に広がる───最悪な場合、殺人容疑で逮捕、それも大人数なだけに死刑の可能性
もある。」
　流雲は、さらに蒼くなった。秀治の後ろで話を聞いている樹も、彼と同じくらい蒼白し
ている。
「さあ、どうする？」
　秀治は、流雲に迫った。治療法が不完全なら、せめて現状の脱出法は考えてもらおう、
と藁をも掴む思いの表情で。
　流雲の返事は───単純だった。
「その、不完全な研究を───父さん達は何故、手術に用いたのですか？」
「てめえっ、俺達に楯突く気か！？」
　とうとう樹が流雲の胸ぐらを掴んだ。その時、にわかに玄関の方が騒がしくなる。
「何事だ？」
　秀治が騒ぎのする方へと向いたと同時、数人の新聞記者らしき人間が、質問をまくし立
てて駆け込んできた。
「明智さん、今回行われました、“Ｂ・ウェブ”手術の失敗について、感想はいかがです
か？」
「何故、患者全員が死亡したのでしょうか？　その点について、お気付きの点がありまし
たらどうぞ。」
「やはり、「医学王朝」のＣＡＤ研究が不完全だったのでしょうか？」
　彼等にもみくちゃにされ、樹はあまりの唐突さに腰が抜けてしまった。流雲も、その場
に金縛りにあった様に佇んでいる。ただ一人、秀治が彼等を押しのけ、叫ぶ。
「な、何なんだ、お前達は！？　いきなり人の家に入り込んで。不法侵入だ！」
「お宅の執事さんに入れてもらったんですよ！　ドアを開けてくれたもんで！」
　答えたのは、先頭の記者だった。開けてやったのではなく、開けた時に入ってきたのだ
ろうと秀治は言い返そうとしたが、彼等の勢いにひるみ、彼は二、三歩後退する。
「明智さん！　一体、手術失敗の原因は何なんでしょうか。やはり、ＣＡＤ解析が不十分
だったのですか？」
　絶体絶命だった。崖っぷちに立たされた思いだった。
「医学王朝」の名を汚す事だけは、許されない───
　秀治は、無意識のうちに流雲のレポートへと視点を転じていた。記者達が「それは何で
すか」と訊いてくるが、答えている余地はない。視点を滑らせる様にそれを見て、ふと一
枚の紙の右端に視点を止めた。共同研究者、と書いてある。二人。同時に、こちらを覗き
込んでくる記者の顔が見える。
　彼は、もう何が何だか分からない状態にあった。その時、自分で何と言ったかすら覚え
ていない。ただ、二人のうち、短くて言いやすい人間の名を口にした様な気がする。
　秀治は、声を荒げた。
「“Ｂ・ウェブ”の発案者は私達ではない。私達はそれを実行しただけだ。発案者の名は
───神薙司という男だ！」
　真崎は、その日の朝も口をきかなかった。神薙が朝飯を食べている時も、その後も、た
だ黙って一人でテレビを見ているだけだった。
　彼女の沈黙が一日半も続いている───
（一体、どうしたんだ？）
　怪訝に思って、彼はキャッドの事をまとめた紙を手に、居間の真崎へと近づいていった
刹那、テレビの映像が切り替わる。
「……番組の途中ですが、ここでニュースをお伝えします。先日、「医学王朝」が行った
“Ｂ・ウェブ”手術は失敗に終わり、三十六人の患者全員が死亡しました。これについて
「医学王朝」側は手術実行のためのキャッド解析が不十分であった事を表明しました。ま
た同時に、この“Ｂ・ウェブ”を発案したのは「医学王朝」ではなく、神薙司という男性
である事も表明し───」
　耳を疑った。それが彼の最初にした事だった。患者が全員死亡した事に、ではない。そ
れはもう、予測できた事だ。だが、手術の発案者。問題はこれだ。自分はその手術の内容
すら知らなかった。なのに───
（俺……だって？）
　そうは思っても、何かの間違いだろうと頭の中では現実から逃避する。彼はとりあえず
テレビの前の、真崎の顔を覗き込んだ。
「おい、どうしたんだ。元気ないじゃないか───？」
　その時、何か違和感を感じた。ふと、彼女の腕に目をやると、まだ春とはいえ、腕が異
様に白い。というか、昨日まではそんなに白くなかった───」
　瞠若していると、その腕をさっと隠す様にして真崎はその場に立ち上がり、階段の方へ
と走っていった。無言で。
「あ、おい───！」
　彼女を追いかけはせず、彼はその場で驚愕していた。さっきのニュースと同じくらい。
いや、それ以上かもしれない。動悸が激しくなり、震える様にして両腕に鳥肌が立つ。
　肌の色が、透ける様に白くなる。大抵は腕、あるいは足から。四肢に現れる病状が、次
第に体全体に広がっていく───脳を除いて。
　死を意味する白。細胞というものの小さな死が、やがてその人間をも死に至らしめる。
　そして、真崎───彼女の腕。その白さ。
　それは間違いなく、キャッドの症状だった。

